
さまざまな特約が不安解消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水稲農家の父の後を継ぎ就農した際、新しいことにチャレンジしよ

うと、ハウスを２棟建てて花の栽培を始めました。翌年の台風でハウ

スが全壊したのをきっかけに、園芸施設共済に加入しました。 

 補償してもらえる機会が少ないと感じ、加入していない時期があり

ました。３万円以上の被害がないと支払い対象にならないことや、当

時は減価償却で骨組みの補償が 20％まで下がってしまうことなど、

大規模農家のための保険になっているような気がしていたからです。 

 そんな中、NOSAI 職員から復旧費用特約と付保割合追加特約付帯で

新築時の価値まで補償できると説明を受けました。また損害額が 1 万

円から補償してもらえる小損害不てん補特約などさまざまな特約で、

不安が解消されることを知りました。加えて、掛金の半額を町が助成

することも決め手となり再度加入しました。加入してすぐに、台風と

豪雨に見舞われ、備えることの大切さを改めて実感しています。 

 契約内容を毎年見直しできるので、NOSAI 職員と相談しながら自分

に合った補償プランで加入していけたらいいと思います。 
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